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　舟
形
町
版
の
総
合
戦
略

　
「
舟
形
町
総
合
戦
略
」
と
は
、
人
口
の
将

来
展
望
で
あ
る
「
舟
形
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
踏
ま
え
た
、
当
面
５
ヵ
年
の
計
画
で
す
。

【
イ
メ
ー
ジ
２
】。

　
町
で
は
、
平
成
22
年
に
平
成
31
年
を
計
画

目
標
年
と
し
た
『
舟
形
町
総
合
発
展
計
画
』

を
策
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
今
回
作
成
す
る
総
合
戦
略
は
、
総
合
発

展
計
画
を
さ
ら
に
推
進
す
る
狙
い
と
併
せ
、

現
状
に
あ
っ
た
政
策
課
題
を
踏
ま
え
た
内
容

と
す
る
も
の
で
す
。

　
　地
方
創
生
と
は

　
日
本
は
２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減

少
の
局
面
に
入
っ
て
い
て
、
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
に
よ
る
と
、

２
０
５
０
年
に
は
９
，７
０
０
万
人
程
度
、

２
１
０
０
年
に
は
５
，０
０
０
万
人
未
満
に

な
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
間
経

済
格
差
等
が
、
若
い
世
代
の
地
方
か
ら
東
京

圏
へ
の
流
出
を
招
い
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
国
で
は
、
出
生
率
を
上
げ
る
こ
と

で
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
２
０
６
０

年
に
１
億
人
程
度
の
人
口
を
確
保
し
、
東
京

一
極
集
中
を
是
正
す
る
た
め
の
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
掲
げ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
も
と
に
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策

定
し
、
次
の
４
つ
の
基
本
目
標
で
政
策
を
展

開
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
【
イ
メ
ー
ジ
１
】。

①
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出

◆
若
者
雇
用
創
出
数
（
地
方
）：
30
万
人

◆
若
い
世
代
の
正
規
雇
用
労
働
者
等
の
割
合

　
：
全
て
の
世
代
と
同
水
準

◆
女
性
の
就
業
率
：
73
％

②
地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

◆
東
京
圏
↓
地
方
：
４
万
人
増
加

◆
地
方
↓
東
京
圏
：
６
万
人
減
少

③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希

　望
を
か
な
え
る

◆
安
心
し
て
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

　
で
き
る
社
会
を
達
成
し
て
い
る
と
考
え
る

　
人
の
割
合
：
40
％
以
上

◆
第
１
子
出
産
前
後
の
女
性
継
続
就
業
率
：

　
55
％

◆
結
婚
希
望
実
績
指
標
：
80
％

◆
夫
婦
子
ど
も
数
予
定
実
績
指
標
：
95
％

④
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心
な

　く
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
と
地
域

　を
連
携
す
る

◆
地
域
連
携
数
な
ど

　
　こ
れ
ま
で
の
町
の
人
口
の
動
き

　
町
の
人
口
は
昭
和
30
年
の
１
１
，８
９
１

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

８
，０
０
０
人
程
度
を
維
持
し
て
き
ま
し
た

が
、
少
子
高
齢
化
が
徐
々
に
現
れ
始
め
、
平

成
22
年
に
は
６
，１
６
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
口
の
増
減
は
、「
自
然
動
態
（
出
生
と

死
亡
）」と
「
社
会
動
態
（
転
入
と
転
出
）」

の
状
況
で
決
ま
り
ま
す
。
舟
形
町
の
自
然
動

態
は
、
出
生
数
は
年
に
よ
っ
て
波
は
あ
る
も

の
の
徐
々
に
減
少
傾
向
で
動
い
て
い
て
、
逆

に
死
亡
数
は
近
年
増
加
の
傾
向
で
す
。
そ
の

結
果
、
マ
イ
ナ
ス
の
幅
が
徐
々
に
増
え
て
い

て
、
平
成
25
年
で
は
82
人
減
と
な
っ
て
い
ま

す
【
グ
ラ
フ
１
】。
ま
た
、
社
会
動
態
で
み

る
と
、
平
成
８
年
以
降
転
入
者
よ
り
も
転
出

者
の
方
が
常
に
上
回
り
、
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
【
グ
ラ
フ
２
】。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
後
人
口
減
少

を
緩
や
か
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、

①
出
生
数
を
高
め
て
い
く
こ
と

②
元
気
な
高
齢
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

③
転
入
を
促
進
し
て
い
く
こ
と

④
定
住
性
を
高
め
る
こ
と

の
４
つ
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　
　み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

　
町
で
は
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ

く
た
め
、
５
月
７
日
か
ら
全
町
内
会
を
対
象

に
「
地
方
創
生
及
び
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
意

見
交
換
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
は
、
舟
形
町
が
活
性
化
し
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
な
施
策
を
重
点
的
に
進
め
る

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
か
。
広
報
ふ
な
が
た

「
お
知
ら
せ
版
」
419
号
の
『
あ
な
た
の
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
』
な
ど
に
、
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
15
歳
以
上
の
１
，

０
０
０
人
の
方
を
対
象
に
し
た
「
地
方
創
生

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
計
画
後
半
の
５
ヵ
年
を
迎
え
た

『
舟
形
町
総
合
発
展
計
画
』
へ
の
ご
意
見
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

舟
形
町
ま
ち
づ
く
り
課
政
策
推
進
室

☎
（
32
）
２
１
１
１
（
内
線
313
）

～策定体制～　
舟形町地方創生戦略本部 
　（本部長　奥山知雄 町長）
舟形町総合戦略推進会議
　（産業界や学会などの有識者）

舟形町議会
舟形町政策推進室
舟形町まちづくり審議会
舟形町総合発展計画策定委員会
　　　　　　　　　　 など

人口の現状分析
人口動向分析

人口推計シミュレーション
人口の変化が地域の将来に与える影響の分析・考察

人口の将来展望
将来展望に必要な調査分析
目指すべき将来の方向

「人口ビジョン」で掲げた将来展望に向けた新たな展開方向
町が策定している各種計画

重点プロジェクト
基本目標
基本的方向

具体的施策と指標

舟形「創生」元年舟形「創生」元年
～舟形町人口ビジョン・総合戦略～～舟形町人口ビジョン・総合戦略～

　人口減少社会に対応するため、「まち・ひと・しごと創生法」と「地域再生法の一部を改正する
法律」が成立しました。この「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、国では「まち・ひと・しご
と創生長期ビジョン」と「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、昨年の12月27日に閣議
決定しました。
　この国と山形県の長期ビジョンと総合戦略に基づき、舟形町は「地方人口ビジョン」と「地方版
総合戦略」を策定します。

2

舟形町人口ビジョン舟形町人口ビジョン

舟形町総合戦略舟形町総合戦略

基本目標
【イメージ１】

舟形町の自然動態の動向【グラフ１】 舟形町の社会動態の動向【グラフ２】

【イメージ２】

雇用の
創出

安心なくらし
と

地域の連携

政策
分野

結婚
・
出産
・
子育て

新しい
人の流れ

まちづくり意見交換会の様子
（富田公民館）
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５
月
５
日
、
平
成
27
年
度
春
季
消
防
演
習
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
演
習
は
、
災
害
に
備
え
て
消
防
精
神
と
団
員
の
士
気
の
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
今
年
は
、
加
藤

憲
彦
団
長
を
先
頭
に
410
名
の
消
防
団
員
が
、
舟
形
本
町
通
り
を
堂
々

と
分
列
行
進
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ユ
パ
ー
ク
で
は
、
小
・
中
隊
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法
訓
練

な
ど
、
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
26
年
度
消
防
関
係
功
労
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

  

１
．
消
防
庁
長
官
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章

　
第
１
分
団
第
１
部
　
伊
藤
　
光
信

○
永
年
勤
続
退
団
者

　
第
２
分
団
第
17
部
　
仲
野
　
友
康

　
第
２
分
団
第
17
部
　
沼
澤
　
秀
勝

　
第
２
分
団
第
２
部
　
井
上
　
正
信

　
第
５
分
団
第
11
部
　
富
樫
　
利
夫

　
第
６
分
団
第
12
部
　
小
野
　
芳
喜

　
第
７
分
団
第
13
部
　
冨
樫
　
雅
人

　
第
４
分
団
第
17
部
　
渡
辺
　
義
茂

  
２
．
山
形
県
知
事
表
彰

○
金
条
章

　
第
５
分
団
第
９
部

○
特
別
功
労
章

　
第
１
分
団
分
団
長
　
伊
藤
　
　
晋

　
第
３
分
団
分
団
長
　
沼
澤
　
　
太

○
功
労
章

　
第
１
分
団
副
分
団
長
　
髙
橋
　
　
篤

　
第
４
分
団
副
分
団
長
　
松
本
　
正
人

　
第
４
分
団
第
18
部
　
野
尻
　
啓
一

「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」

　
第
２
分
団
第
２
部
　
叶
内
　
昌
樹

　
第
２
分
団
第
３
部
　
叶
内
　
　
宏

　
第
５
分
団
第
８
部
　
相
馬
　
崇
志

　
第
５
分
団
第
11
部
　
逸
見
　
秀
明

○
功
績
章

　
第
２
分
団
副
分
団
長
　
大
場
　
洋
一

　
第
６
分
団
副
分
団
長
　
髙
山
　
和
也

　
第
１
分
団
第
10
部
　
斎
藤
　
雅
博

　
第
４
分
団
第
19
部
　
佐
藤
　
秀
樹

○
精
錬
章

　
第
３
分
団
副
分
団
長
　
伊
藤
　
紀
幸

　
第
５
分
団
副
分
団
長
　
星
川
　
治
男

　
第
１
分
団
第
１
部
　
伊
藤
　
健
一

　
第
７
分
団
第
13
部
　
芳
賀
　
真
一

　
第
４
分
団
第
19
部
　
佐
々
木
知
也

○
永
年
勤
続
退
団
者

　
第
２
分
団
第
17
部
　
仲
野
　
友
康

　
第
２
分
団
第
17
部
　
沼
澤
　
秀
勝

　
第
２
分
団
第
２
部
　
井
上
　
正
信

　
第
５
分
団
第
11
部
　
富
樫
　
利
夫

　
第
６
分
団
第
12
部
　
小
野
　
芳
喜

　
第
７
分
団
第
13
部
　
冨
樫
　
雅
人

　

  

３
．
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
績
章

　
女
性
消
防
団
　
　
　
大
場
美
奈
子

○
精
績
章

　
第
６
分
団
分
団
長
　
加
藤
　
勝
也

○
勤
続
章

　
団
長
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
憲
彦

　
副
団
長
　
　
　
　
　
山
科
　
忠
昭

　
副
団
長
　
　
　
　
　
加
藤
　
嘉
久

　
本
部
付
分
団
長
　
　
渡
部
　
広
行

　
本
部
付
分
団
長
　
　
庄
司
　
洋
一

　
第
１
分
団
第
１
部
　
伊
藤
　
光
信

　
第
１
分
団
第
10
部
　
阿
部
　
勝
彦

　
第
２
分
団
第
17
部
　
大
場
　
誠
一

　
第
２
分
団
第
17
部
　
大
場
　
　
好

　
第
３
分
団
第
５
部
　
佐
藤
　
秀
人

　
第
７
分
団
第
13
部
　
東
海
林
幸
雄

  

４
．
山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
竿
頭
綬

　
第
５
分
団

○
優
良
章

　
第
１
分
団
第
10
部
　
斎
藤
　
雅
博

　
第
２
分
団
第
２
部
　
大
場
　
宗
一

　
第
３
分
団
第
21
部
　
佐
藤
　
　
誠

　
第
３
分
団
第
22
部
　
横
尾
　
敏
幸

　
第
４
分
団
第
19
部
　
佐
藤
　
秀
樹

　
第
５
分
団
第
11
部
　
齊
藤
　
伸
也

　
第
６
分
団
第
15
部
　
門
脇
　
崇
宏

　
第
７
分
団
第
13
部
　
芳
賀
　
真
一

○
永
年
勤
続
表
彰
　
35
年

　
本
部
付
分
団
長
　
　
庄
司
　
洋
一

　
第
１
分
団
第
10
部
　
阿
部
　
勝
彦

○
永
年
勤
続
表
彰
　
30
年

　
第
４
分
団
分
団
長
　
髙
山
　
　
守

　
第
２
分
団
第
３
部
　
齊
藤
　
信
吾

○
永
年
勤
続
表
彰
　
25
年

　
第
７
分
団
分
団
長
　
森
　
　
正
志

　
第
１
分
団
第
16
部
　
八
鍬
　
昭
徳

　
第
４
分
団
第
７
部
　
大
場
　
義
洋

　
第
４
分
団
第
18
部
　
伊
藤
　
博
明

○
永
年
勤
続
表
彰
　
20
年

　
第
３
分
団
分
団
長
　
沼
澤
　
　
太

　
第
１
分
団
第
１
部
　
伊
藤
　
健
一

　
第
１
分
団
第
10
部
　
斎
藤
　
雅
博

　
第
７
分
団
第
13
部
　
芳
賀
　
真
一

　
第
４
分
団
第
19
部
　
佐
々
木
知
也

　
第
２
分
団
第
２
部
　
大
場
　
健
一

　
第
２
分
団
第
２
部
　
齊
藤
　
　
敦

　
第
２
分
団
第
３
部
　
斎
藤
　
　
賢

　
第
２
分
団
第
17
部
　
叶
内
　
金
哉

　
第
４
分
団
第
19
部
　
遠
藤
　
　
寛

　
第
６
分
団
第
12
部
　
佐
藤
　
秀
明

　
第
６
分
団
第
12
部
　
加
藤
　
勝
一

○
永
年
勤
続
表
彰
　
15
年

　
第
３
分
団
第
５
部
　
沼
澤
　
友
幸

　
第
３
分
団
第
21
部
　
佐
藤
　
　
誠

　
第
５
分
団
第
９
部
　
加
藤
　
　
徹

　
第
５
分
団
第
11
部
　
齊
藤
　
伸
也

　
第
６
分
団
第
12
部
　
矢
口
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ヴィーナスプランヴィーナスプラン
～舟形町学校教育指導の重点～

▼問い合わせ／舟形町教育委員会　☎（32）2379

地域に育ち、
地域を育てる
町民の育成



主催／舟形町・舟形町観光協会

特別企画

「舟形町おもひで写真館」

H26グランプリ作品「やんまい送り」

H26優秀賞「ジャンプ」

H26優秀賞「小国川と遊ぶ」

同時募集!

｜広報ふながた 27.59 広報ふながた 27.5｜8

豊かな自然、温かい暮らし、残したい文化
「舟形町の魅力」を写真を通して表現してみませんか平成27年度

舟形フォトコンテスト作品募集!
平成27年度
舟形フォトコンテスト作品募集!

〈テーマ〉
○舟形町の四季、自然、人々の暮らし、文
　化、生活、風景など、舟形町の魅力を撮
　影した作品
　※撮影地及び被写体ともに舟形町内に限ります。
〈応募資格〉
○プロ・アマ問わず、誰でも応募可能
〈応募作品〉
○四つ切り・四つ切りワイドのプリント
　※ホームプリンタで印刷した作品は除きます。
○縦位置・横位置、モノクロ・カラーいず
　れも自由です。
○未発表で加工していないものに限ります。
○被写体の肖像権など、他者の権利を含む
　著作権を使用する場合は、必ず権利者の
　承諾を得てください。
○町PRに使うため、作品は返却しません。
〈応募方法〉
○お一人様３点まで
（作品１点に１枚の応募票を添付）
〈賞品〉
グランプリ　１点（15,000円程度の特産品）
優　秀　賞　２点（10,000円　　〃　　　）
入　　　選　２点（ 5,000円　　〃　　　）
佳　　　作　２点（ 3,000円　　〃　　　）
〈〆切〉
平成28年１月31日㈰
＜申込み・問い合わせ＞
舟形町産業振興課商工観光班
☎（32）2 1 1 1（内線423）

　ご家庭にある昔の舟形町の写
真をお持ちの方は、舟形町産業
振興課までご連絡ください。
※応募者全員に若あゆ温泉券
　をプレゼント
　大切なお写真だと思います
ので、お近くの写真店へ相
談の上、コピーでの応募も
可能です。

　舟形町の結婚したい方を応援する「舟形町結婚サポートセンター」が、一昨年の「もてもてナインティナイン　舟形
の花嫁・お見合い大作戦」、昨年のふながたプロデュース「舟形の花嫁お見合い大作戦」に続く第３弾を、今年10
月に開催します。
　農業、商工業の後継者の方など町内在住の方で、当サポートセンターに会員登録した独身男性が参加できます。
　多数の登録・参加をお待ちしています。
　※今回のお見合い大作戦は、テレビ放送の予定はありません。

　舟形町では、ご結婚された方を祝福し、また
結婚を奨励するため、お祝い金を交付します。
▼交付額／申請時に５万円、申請１年後に５万
　　　　　円分のめがみちゃん商品券
▼対　象／舟形町在住もしくは結婚後に舟形町
　　　　　に居住する方

結婚祝い金結婚祝い金

　結婚したい方を応援するサポートセンターを平成
26年度から開設しています。
　会員登録をしていただいた方同士の出会いの場の
提供などを行います。
▼所在地／もがみ南部商工会舟形事務所内
▼登録料／無料

舟形町結婚サポートセンター舟形町結婚サポートセンター

　山形県が出会いや結婚を希望する方々を応援
するために設置した「やまがた出会いサポート
センター」。県内での出会いイベント情報の発
信や、１対１の出会いをサポートします。
　このセンターを利用するためには、会員登録
が必要で、登録料10,000円（３年間有効）が
かかります。そこで町では、結婚に前向きな方
を応援するために登録料を補助します。
▼補助額／１人５千円

やまがた出会いサポートセンター
登録料補助金

やまがた出会いサポートセンター
登録料補助金

　結婚活動の略称「婚活」。結婚はとても個人的なことですが、
社会的にみると少子高齢化の要因になるなど、大切な問題
です。町では、結婚するための活動「婚活」を強力に支援します。
主な支援を紹介します。

舟形町の婚活支援舟形町の婚活支援

「舟形の花嫁・お見合い大作戦」

【イベント内容】

【女性参加者について】

【実行委員を募集】

　昨年のお見合い大作戦で行なったイベントをもとに、フナコン実行委
員会で検討・企画していきます。
　
　●お見合い回転寿司　●フリータイム（立食パーティ）
　●お宅訪問　●最終フリータイム　●告白タイム　など

　女性参加者の募集は、男性参加者が確定する６月５日以降に、男性参
加者の紹介と共にホームページ等で行います。

　婚活イベントを企画・運営するフナコン実行委員会に加入しませんか？
舟形町の婚活事業を一緒に取り組んでいただける方を募集します。

舟形町結婚サポートセンターのみなさん

開催日

10月3日（土）～4日（日）

会　場

舟形町内

男性参加者〆切

6月5日（金）

▼登録・申込み・問い合わせ／舟形町結婚サポートセンター　☎（３２）１１５２

イメージ写真
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　５月13～14日の２日間、仙台市立五橋中学校の２
年生222名が、野外活動で舟形町を訪れました。当日
は台風や早朝の地震などで心配されましたが、みんな
元気に活動を行いました。
　舟形での活動初日は、沖の原地区と紫山地区にある
レンタル農園で田植え体験を行いました。
　風が強く肌寒い中でしたが、裸足で田んぼに入って
の手植えの体験に、素足での田んぼの感触が新鮮だっ
たのか、いたるところで歓声が上がっていました。今
回植えたもち米とつや姫は、秋の五橋中収穫祭で振る
舞われる予定です。
　２日目は、町内３つの会場に分かれてのそば打ち体
験です。蕎舟会（会長大場義次さん）のみなさんが講
師となり、手順に沿って実技指導をしてくれました。
２日間の最後に、秋の収穫祭や文化祭での再会を約束
して、生徒たちは帰路につきました。民泊を受け入れ
てくださった77戸のみなさん、地域のみなさん、温
かく迎えていただき、本当にありがとうございました。

　今秋に宮中で執り行われる「新嘗祭」の儀に
供する献穀のうち、精米（つや姫）と精粟（虎
の尾）を、豊岡　学（長者原）さんと信夫正雄
（富田第２）さんが山形県を代表して55年ぶ
りに献納することになりました。
　５月15日、斉田で神事のあと、生産者、奥山
町長、農協・県関係者が参加して、田植えが行
われました。

　５月16日・17日、堀内地区を拠点に地域づく
り活動を行なっている「ブナの実21」の指導に
より、山形大学エリアキャンパスフィールドワ
ーク舟形教室が開催され、山形大学の学生16名
が参加しました。
　農村環境改善センターに寝泊まりしながら、２日
間にわたり、堀内地区の手倉森や堂ヶ沢でキノコ
の植菌作業と湿原の木道修繕作業などを実施。活
動を通じて地域づくりの手法を学習していました。

　第60回山形県縦断駅伝競走大会が行われ、４
月28日には舟形町を通過しました。沿道には舟
形小・中学校の児童生徒をはじめたくさんの方が
応援に駆けつけました。
　新庄・最上チームは、初日４位、２日目10位、
最終日９位、総合で９位という結果でした。舟形
町からは山口大陽選手（町教委）が、初日の第２
区（区間５位）と２日目の４区（区間４位）を力
走。キャプテンとしてチームをひっぱりました。

　５月11日、舟形町役場前駐車場で春の交通安
全県民運動出発式が行われました。式には、舟形
町交通安全対策推進協議会と最上地区交通安全協
会舟形支部のみなさんが参加。町民の無事故・無
違反を目指し、終了後すぐに交通安全キャラバン
に出発しました。

　５月14日、舟形ほほえみ保育園で、かもしか
クラブが行われました。今年初めて参加した年少
児たちは、信号の色の意味やストップの約束など
を、お兄さんお姉さんたちのマネをしながら一生
懸命学びました。来月は道路に出ての実践となり
ます。

　５月14日、舟形町教育委員会による健康ウォ
ーキング教室が開催され、９名の町民の方が参加
しました。当日は風が強かったものの天候が良く、
参加者は景色を楽しみながら６kmのコースをウ
ォーキングしました。ゴールした時はみなさん笑
顔で先生の話を聞いていました。

　５月５日、長尾町内会で熊野神社奉納祭が行わ
れ、リヤカーに乗せた華やかな御神輿を子どもた
ちが元気いっぱい引っ張りました。
　五穀豊穣と家内安全を祈願した祭が、今年も大
切に継承され、長尾地域全体の活力となっている
ようです。

　４月29日、舟形中学校春季大運動会が行われ
ました。今年のテーマは「颯爽奮起～奮い立て勝
利への希望を抱いて～」です。
　青組は「雲外蒼天」、赤組は「質実剛健」をス
ローガンに掲げて、快晴の青空の下、生徒たちは
熱い戦いを繰り広げました。

　４月29日、生涯学習センターでそば打ち講座
が開催されました。これは、舟形のそば打ち文化
の継承を目的とするもので、この日は男性７名、
女性１名が参加。ボランティアの方々が作った天
ぷらとかいもちと共に、自分たちが打ったそばの
味を堪能しました。

　４月28日、舟形中学校の生徒のみなさん
による「町内クリーン作戦」が、県縦断駅伝
競走大会の応援終了後に行われました。これ
は、道路脇などのゴミを拾うことで町をきれ
いにしようという取り組みで、今年はアユパ
ークを中心に行われました。 

　４月25日、県民ゴルフ場が今季のオープ
ンを迎え、安全祈願祭を行いました。ゴルフ
場を運営する（株）山形ゴルフ倶楽部の高橋文
夫社長は「舟形町のみなさまには、わが町の
ゴルフ場として愛情をもって利用いただき、
ありがとうございます。」と挨拶しました。

　４月24日、地域密着型介護老人福祉施設
「ほなみ」脇の町道で、春の花植えが行われ
ました。これは、多面的機能支払交付金事業
の一環として、町の有志25名の方が行なっ
ているものです。一緒に活動してくれる人を
年齢問わず募集しているとのことでした。

仙台市立五橋中学校が来町

町から55年ぶりに献納

山形大学フィールドワークin舟形

県縦断駅伝が通過

にいなめさい

けんこく せいあわ



｜広報ふながた 27.513 広報ふながた 27.5｜12

あなたの声をお寄せください

まちづくり課 企画調整班
☎（32）2111（内線313）

　まちの話題、疑問、質問、
提言、意見のほか、会員募
集やリサイクル情報（譲り
たい、譲ってほしい）、イ
ラストなど何でも結構です。
　広報紙上でできるだけ紹
介します。

新
刊
書
の
紹
介

（
舟
形
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）　公園のすべりだいが変な形になっち

ゃった！空からすべりだいがふってき
て…。こんなすべりだいがあったらい
いな！

す
〜
べ
り
だ
い鈴

木
の
り
た
け
／
著

舟形小学校
旧堀内小学校
旧富長小学校
旧長沢小学校

0.06
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0.05

0.05
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0.05

  晴　
〃
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○空間放射線量測定結果
測定日／５月15日㈮

測定場所 天候 測定値（μsv/h）
1m0.5m

　こいぬにうんこ→こどものうんこ→
こうちょうのうんこ…エンドレスにつ
づく、うんこしりとり。さあ、みんな
でやってみよう。

う
ん
こ
し
り
と
り

t
u
p
e
r
a

　t
u
p
e
r
a
／
著

児童扶養手当児童扶養手当
　父母の離婚等により、父または母と生計を別にしている児童を扶
養している母等に、児童が18歳に達する日以後最初の3月31日ま
で児童扶養手当を支給します。（または、児童が障がいの状態にあ
る場合は、20歳到達まで）

※手当額は所得額により手当の一部または全部が制限されます。
　認定請求した日の属する月の翌月分から支給されます。

　次のいずれかにあてはまる児童
を監護し、かつ生計を同じくして
いる方。

・父母が婚姻を解消した児童
・父が死亡した児童
・父が障がいの状態にある児童
・父の生死が明らかでない児童
・母が死亡した児童
・母が障がいの状態にある児童
・母の生死が明らかでない児童

　児童が次のいずれかに該当する
場合、支給されません。
①日本国内に住所を有しないとき
②公的年金給付、遺族補償等を受
　けることができるとき
③児童福祉法に規定する里親に委
　託されているとき
　父母、養育者が次のいずれかに
該当する場合、支給されません。
①日本国内に住所を有しないとき
②老齢福祉年金以外の公的年金給
　付を受けることができるとき

対象児童 支給の制限対象児童

●支給月額●支給月額

支給の制限

▼申請・問い合わせ／舟形町税務福祉課福祉国保班 ☎(32)2111（内線335）

対象
児童数

所得に応じて
41,990円～9,910円
児童１人の手当額に
５,０００円加算した額

全部支給

１人

２人

３人～

４２,０００円

４７,０００円

児童１人増すごとに３,０００円加算した額

一 部 支 給

町
営
バ
ス
に
乗
り
ま
し
ょ
う
。

タバコは町内で買いましょう。
３月のタバコ税は1,036,642円

６月の舟形若あゆ温泉の
休館日は、10日㈬

６月の納期

○水道水に含まれる放射性物質測定結果
測定日／４月23日㈭

採水場所 ヨウ素 セシウム

舟形町役場 不検出不検出

～人体に影響はありません～

◆町県民税

忘れずに納税しましょう。

６月30日（火）まで

　高校生ボランティア「ふなっ子」は、町内外でのボランティア活動や県内の
サークルとの交流会に参加しています。
　町を元気にする活動を自ら発信し、地域の方との交流を行なっています。
活動を通し、自分たちも成長していければと考えています。
　そんな「ふなっ子」のメンバーとして活動してみませんか？
▼活動内容／
　○月１～２回の打合せ　　○舟形ＩＣ・ＰＡのゴミ拾い
　○舟形駅の清掃活動　　　○保育園・中学校への訪問
　○町・最上地区主催研修会
　○町内福祉施設等でのボランティア
　○町主催イベントでのボランティア
　○他市町村のボランティアサークルとの交流　など

▼申込み・問い合わせ／舟形町中央公民館　☎（32）２２４６

高校生ボランティア「ふなっ子」
メンバー大募集!!
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広報ふながた 27.5｜16

～候補者別の得票数～～町議会の新体制～（平成27年5月1日から）

～投票所ごとの投票率～

●議　長‥‥‥‥‥‥‥‥
●副議長‥‥‥‥‥‥‥‥
●議会運営委員長‥‥‥‥
　副委員長‥‥‥‥‥‥‥
●総務振興常任委員長‥‥　
　副委員長‥‥‥‥‥‥‥
●文教民生常任委員長‥‥
　副委員長‥‥‥‥‥‥‥
●議会広報常任委員長‥‥
　副委員長‥‥‥‥‥‥‥
●最上広域組合議会議員‥
●議会選出監査委員‥‥‥

　　 候 補 者 名 　  党　派　　  得票数
斎　藤 　好　彦（現） 　無 所 属　　５４１票
伊　藤 　欽　一（新） 　無 所 属　　４４７票
加　藤 　憲　彦（現） 　無 所 属　　４１９票
叶　内 　富　夫（現） 　無 所 属　　３９６票
八　鍬 　　　太（現） 　無 所 属　　３５９票
佐　藤 　　　勇（現） 　無 所 属　　３５４票
奥　山 　謙　三（現） 　無 所 属　　３４９票
小　国 　浩　文（新） 　無 所 属　　３２６票
佐　藤 　広　幸（現） 　無 所 属　　３２５票
石　山 　和　春（新） 　無 所 属　　３００票
叶　内 　昌　樹（新） 　無 所 属　　２５８票

八　鍬　　　太
加　藤　憲　彦
叶　内　富　夫
奥　山　謙　三
佐　藤　広　幸
斎　藤　好　彦
奥　山　謙　三
佐　藤　　　勇
斎　藤　好　彦
奥　山　謙　三
佐　藤　　　勇
斎　藤　好　彦

投 票 率
　84.60％（前回比－2.79％）
有権者数
　4,864人（前回比－305人）
投票者数
　4,115人（前回比－402人）
確定時刻
　午後8時55分（前回比－58分）
    ※前回選挙時より開票開始時刻が60分早まりました

　
５
月
12
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
時
か
ら
一
緒
に
絵
本

に
親
し
ん
で
も
ら
う
企
画
で
、
読
み

聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
か

ら
ご
協
力
い

た
だ
き
、
今

年
度
よ
り
始

ま
り
ま
し
た
。

　郵便ハガキに、○に入る答えと住所・氏名・電話番号を
明記してご応募ください。【〆切：6/12必着】
▼応募先／〒999－4601　舟形町舟形263
　舟形町役場　広報ふながたクイズ係
　メールからの応募もできます。
▼アドレス／info@town.funagata.yamagata.jp
※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

★
広
報
ふ
な
が
た
ク
イ
ズ
！

「
１
名
様
に
若
あ
ゆ
温
泉
入
浴
券

　
　
　
（
２
回
分
）」プ
レ
ゼ
ン
ト

人口減少に歯止め

「まち・◯◯・しごと創生法」

　
４
月
26
日
に
行
わ
れ
た
舟
形
町
議
会

議
員
選
挙
（
定
数
10
）
は
11
人
が
立
候

補
し
、
現
職
７
名
、
新
人
３
名
が
当
選

し
ま
し
た
。

　
投
・
開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

舟
形
町
議
会
議
員

　
　
　
　

 

選
挙
結
果

投　　票　　所 　男　　　　　女　　　　　計
84.49% 　　84.24%　　84.36%
88.70%　　89.52%　　89.12%
87.80%　　85.11%　　86.36%
80.41%　　79.34%　　79.85%
91.04% 　　90.27%　　90.64%
93.48%　　86.67%　　90.11%
83.28% 　　88.81%　　86.05%
86.96%　　82.76%　　84.62%
84.69%　　84.52%　　84.60%

高齢者コミュニティセンター
生 涯 学 習 セ ン タ ー
大 平 多 目 的 集 会 所
舟 形 小 学 校
富 長 交 流 セ ン タ ー
太 折 多 目 的 集 会 所
堀 内 交 流 セ ン タ ー
西 又 多 目 的 集 会 所

計

1
2
3
4
5
6
7
8
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tel.0233(32)2111  fax.0233(32)2117
メ
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舟形若あゆ温泉
協賛

丸印に文字を入れてください


